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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年６月期第３四半期 14,192 18.9 1,183 14.5 1,194 16.4 801 16.9

2022年６月期第３四半期 11,936 12.6 1,033 33.0 1,026 28.3 685 27.0

（注）包括利益 2023年６月期第３四半期 804百万円（16.4％） 2022年６月期第３四半期 690百万円（27.1％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年６月期第３四半期 77.40 77.25

2022年６月期第３四半期 66.25 66.06

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年６月期第３四半期 8,494 3,935 46.3

2022年６月期 7,815 3,421 43.8

（参考）自己資本 2023年６月期第３四半期 3,935百万円 2022年６月期 3,421百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年６月期 － 12.00 － 13.00 25.00

2023年６月期 － 15.00 －

2023年６月期（予想） 15.00 30.00

１．2023年６月期第３四半期の連結業績（2022年７月１日～2023年３月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,093 11.7 1,456 21.7 1,452 22.0 982 25.1 94.89

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年６月期３Ｑ 10,380,000株 2022年６月期 10,380,000株

②  期末自己株式数 2023年６月期３Ｑ 24,391株 2022年６月期 22,123株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年６月期３Ｑ 10,356,883株 2022年６月期３Ｑ 10,350,642株

３．2023年６月期の連結業績予想（2022年７月１日～2023年６月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（注）特定子会社には該当しませんが、株式会社ブロックを第１四半期連結会計期間より連結範囲から除外してお

ります。

詳細は、添付資料Ｐ７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）」をご覧ください。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

四半期決算補足説明資料は、2023年５月10日（水）に当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ロシアによるウクライナ侵攻及び原油をはじめとした物価の

高騰、円安の急激な進行等の影響が懸念され、先行き不透明な状況が続いております。一方で当社グループが属す

る情報サービス業界におきましては、ＥＣ市場の拡大を背景としたネット通販に関連したシステム基盤の構築や業

務の効率化及び生産性向上等を目的とした投資需要は底堅く、またＡＩやＩｏＴ、クラウドサービスの利用領域の

多様化等の流れは継続しております。

このような状況の中で、当社グループにおきましては、システムの維持運用の効率化に向けたクラウドサービス

やＩＴシステム基盤等のクラウドサービス利用支援分野において新規及び既存顧客の受注、各種プロダクトの販売

に注力した結果、売上高は14,192百万円（前年同期比18.9％増）、営業利益は1,183百万円（同14.5％増）、経常

利益は1,194百万円（同16.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は801百万円（同16.9％増）となりまし

た。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。なお、セグメントの売上高については、外部顧客への売

上高を記載しております。

また、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しております。その

ため、当第３四半期連結累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。詳細は「２．四半期連結財

務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 （セグメント情報等）」の「３．報告セグメン

トの変更等に関する事項」をご参照ください。

（クラウドインテグレーション事業）

システムの維持運用の効率化に向けたクラウドサービスやＩＴシステム基盤等のクラウドサービス利用支援分野

の受注が好調に推移した結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は3,800百万円（前年同期比57.4％

増）、セグメント利益は598百万円（同46.8％増）となりました。

（システムインテグレーション事業）

ＥＲＰパッケージ利用支援分野が好調に推移した結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は、8,460百

万円（前年同期比8.2％増）、セグメント利益は256百万円（同25.4％減）となりました。

（アウトソーシング事業）

データセンター業務で月額利用料等のストック売上や顧客１社あたりの利用料が増加した結果、当第３四半期連

結累計期間における売上高は1,296百万円（前年同期比13.8％増）、セグメント利益は170百万円（同12.5％増）と

なりました。

（プロダクト事業）

建て役者（建築業向け工事情報管理システム）及びＳＨＩＦＴＥＥ（クラウド型シフト管理システム）等の販売

が好調に推移した結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は519百万円（前年同期比5.3％増）、セグメン

ト利益は146百万円（同12.2％増）となりました。

（海外事業）

北米で展開しているシステムインテグレーションやアウトソーシング、メディア運営事業等については、当第３

四半期連結累計期間における売上高は114百万円（前年同期比61.4％増）、セグメント利益は40百万円（同48.4％

増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ679百万円増加し、8,494百万円となりまし

た。これは主に受取手形、売掛金及び契約資産が736百万円増加したことによります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ165百万円増加し、4,558百万円となりまし

た。これは主に賞与引当金が350百万円、買掛金が263百万円、短期借入金が237百万円増加し、流動負債のその他

が689百万円減少したことによります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ514百万円増加し、3,935百万円となりまし

た。これは主に利益剰余金が511百万円増加したことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年６月期の連結業績予想については、2022年８月10日の「2022年６月期　決算短信」で公表いたしました通

期の連結業績予想に変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染拡大による当社グループの事業への影響は、以下の仮定に基づき、2023年６月期

の業績予想に織り込んでおります。

・顧客業績等の状況次第では、ＩＴ投資予算の縮小やプロジェクトの延期等の発生による当社グループの業績への

影響は見込まれるものの、当社グループは特定顧客への依存割合は低く、かつ、顧客の業種も幅広いため、当該

影響は軽微である。

・緊急事態宣言が発令されても、勤務については在宅や時差等を、商談・会議はオンライン会議を活用し事業の継

続は可能である。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,254,220 3,104,044

受取手形、売掛金及び契約資産 2,700,261 3,436,463

商品及び製品 41,248 58,075

仕掛品 26,609 27,210

貯蔵品 2,807 11,441

その他 278,733 216,715

貸倒引当金 － △958

流動資産合計 6,303,881 6,852,991

固定資産

有形固定資産 307,195 462,417

無形固定資産

のれん 199,800 177,871

その他 180,182 163,037

無形固定資産 379,983 340,908

投資その他の資産 824,244 838,233

固定資産合計 1,511,422 1,641,560

資産合計 7,815,303 8,494,552

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 520,771 784,004

短期借入金 825,000 1,062,000

１年内返済予定の長期借入金 78,209 65,941

リース債務 20,063 45,332

未払法人税等 332,826 197,549

賞与引当金 9,543 360,313

受注損失引当金 103 974

品質保証引当金 7,585 8,810

その他 1,892,307 1,202,423

流動負債合計 3,686,410 3,727,347

固定負債

長期借入金 245,800 267,833

リース債務 40,601 131,683

役員退職慰労引当金 233,137 253,832

退職給付に係る負債 182,533 162,971

その他 5,320 15,213

固定負債合計 707,393 831,533

負債合計 4,393,803 4,558,881

純資産の部

株主資本

資本金 723,323 723,323

資本剰余金 549,837 549,837

利益剰余金 2,203,584 2,715,178

自己株式 △18,655 △18,747

株主資本合計 3,458,091 3,969,592

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 6,255 3,844

退職給付に係る調整累計額 △42,846 △37,766

その他の包括利益累計額合計 △36,591 △33,921

純資産合計 3,421,500 3,935,670

負債純資産合計 7,815,303 8,494,552

- 4 -

株式会社システムサポート（4396）
2023年６月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2022年３月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2023年３月31日)

売上高 11,936,190 14,192,364

売上原価 8,721,487 10,343,753

売上総利益 3,214,702 3,848,611

販売費及び一般管理費 2,181,356 2,665,172

営業利益 1,033,345 1,183,438

営業外収益

受取利息 30 58

受取手数料 474 12,855

助成金収入 10,697 13,715

保険配当金 1,480 972

その他 2,191 4,753

営業外収益合計 14,874 32,355

営業外費用

支払利息 10,531 13,710

為替差損 9,985 6,501

その他 1,186 663

営業外費用合計 21,703 20,875

経常利益 1,026,516 1,194,918

税金等調整前四半期純利益 1,026,516 1,194,918

法人税等 340,794 393,320

四半期純利益 685,722 801,597

親会社株主に帰属する四半期純利益 685,722 801,597

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2022年３月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2023年３月31日)

四半期純利益 685,722 801,597

その他の包括利益

為替換算調整勘定 3,497 △2,410

退職給付に係る調整額 1,688 5,080

その他の包括利益合計 5,186 2,669

四半期包括利益 690,908 804,267

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 690,908 804,267

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

　2022年７月１日を効力発生日として、連結子会社である株式会社アクロスソリューションズを吸収合併存続会

社、株式会社アクロスソリューションズの子会社であった株式会社ブロックを吸収合併消滅会社とする吸収合併を

行ったことにより、株式会社ブロックを連結の範囲から除外しております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の

見積りの仮定について、重要な変更はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

クラウドイ
ンテグレー

ション

システムイ
ンテグレー

ション

アウトソ
ーシング

プロダクト 海外 計

売上高

一時点で移転される

財又はサービス
275,272 1,364,124 114,895 140,427 － 1,894,720 － 1,894,720

一定の期間にわたり

移転される財又はサ

ービス

2,139,105 6,453,673 1,024,136 353,400 71,154 10,041,469 － 10,041,469

顧客との契約から生

じる収益
2,414,378 7,817,797 1,139,031 493,828 71,154 11,936,190 － 11,936,190

外部顧客への

売上高
2,414,378 7,817,797 1,139,031 493,828 71,154 11,936,190 － 11,936,190

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 4,877 45,072 4,651 26,248 80,849 △80,849 －

計 2,414,378 7,822,674 1,184,103 498,480 97,402 12,017,039 △80,849 11,936,190

セグメント利益 407,701 344,164 151,294 130,517 27,358 1,061,036 △27,691 1,033,345

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

クラウドイ
ンテグレー

ション

システムイ
ンテグレー

ション

アウトソ
ーシング

プロダクト 海外 計

売上高

一時点で移転される

財又はサービス
412,663 1,531,330 95,988 110,738 － 2,150,720 － 2,150,720

一定の期間にわたり

移転される財又はサ

ービス

3,387,580 6,929,560 1,200,598 409,094 114,811 12,041,644 － 12,041,644

顧客との契約から生

じる収益
3,800,243 8,460,890 1,296,586 519,832 114,811 14,192,364 － 14,192,364

外部顧客への

売上高
3,800,243 8,460,890 1,296,586 519,832 114,811 14,192,364 － 14,192,364

セグメント間の内部

売上高又は振替高
154 9,348 36,708 4,812 30,013 81,035 △81,035 －

計 3,800,397 8,470,238 1,333,295 524,644 144,824 14,273,400 △81,035 14,192,364

セグメント利益 598,519 256,589 170,151 146,399 40,591 1,212,251 △28,813 1,183,438

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2021年７月１日　至2022年３月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去の額であります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2022年７月１日　至2023年３月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去の額であります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　当社グループは、2023年６月期を初年度とする中期経営計画において、中期的に注力する事業とその進

捗を明確にするためセグメントを見直したことに伴い、第１四半期連結会計期間より「クラウドインテグ

レーション事業」「システムインテグレーション事業」「アウトソーシング事業」「プロダクト事業」

「海外事業」の５つに区分して報告しております。従来の区分からの主な変更点として、従来の「ソリュ

ーション事業」を、クラウドインテグレーション分野の「クラウドインテグレーション事業」と、ＥＲＰ

パッケージ関連やインフラ構築、ＩＴシステム開発等の「システムインテグレーション事業」に分割しま

した。また従来「アウトソーシング事業」に含んでいたシステム運用保守の一部を「システムインテグレ

ーション事業」に移管したほか、海外で実施する各種サービスやメディア運営を新たに「海外事業」とし

て区分しました。

　加えて、「販売費及び一般管理費」については、従来は各報告セグメントに配賦しておりませんでした

が、今後の事業成長を加速させるための経営管理・意思決定に基づく戦略的経費としての側面を重視し、

中期経営計画の進捗をより適正に開示・報告することを目的として、各報告セグメントへ配賦する方法に

変更しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの区分に基づ

き作成したものを開示しております。

- 9 -

株式会社システムサポート（4396）
2023年６月期　第３四半期決算短信


